
イー・フォース　プロダクトガイド 2026年7月版

Copyright (C) eForce Co.,Ltd. All Rights Reserved.

イー・フォース株式会社
http://www.eforce.co.jp/URL

info@eforce.co.jpEmail



μC3は2006年の創業以来、さまざまな製品に搭載されてきています。
産業機器・医療機器・IoT・通信・自動車・OA等、さまざまな業界での採用実績があり、現在も増え続け
ています。国内のOSベンダとしては初めて、ARMのCortex®-A/R/Mコアに対応した実績があり、
にも安心して使っていただける製品です。

μC3は
すでに様々な場所で使われています

イー・フォースは2006年の創業以来、高効率で最適化され
たシステム設計を念頭に組込みシステム向けのオペレーティ
ングシステムやミドルウェアなどのソフトウェア開発を行なっ
てきました。近年はWi-Fi、BLEなどの無線通信技術やマル
チOSのソリューションにも力を入れています。
今後も技術トレンドに適した製品を提供し、お客様の開発を
サポートいたします。

イー・フォースは
「高効率」と「最適化」を追求してきました
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μC3/Standard

μC3+LinuxμC3/Standard+MμC3/Standard μC3/Compact

μC3/Compact

OSAware
対応デバッガ

コンピューテックス : CSIDE
IAR : C-SPY
Sohwa & Sophia Technologies : WATCHPOINT
KMC : PARTNER-Jet
ARM : DS-5, Development Studio
DTSインサイト adviceXross

コンピューテックス : CSIDE
IAR : C-SPY
Sohwa & Sophia Technologies : WATCHPOINT
ARM : Keil MDK
Renesas : CS+

ARM : DS-5, Keil MDK, Development Studio
IAR : Embedded Workbench for Arm
TI : Code Composer Studio™ IDE
Renesas : CS+, e² studio
AMD: Vitis
GCC：GNU Arm Embedded Toolchain

ARM : Keil MDK
IAR : Embedded Workbench for Arm
　　　Embedded Workbench for RX
TI : Code Composer Studio™ IDE
Renesas : CS+, e² studio
GCC：GNU Arm Embedded Toolchain

極小フットプリント

GR-USB（グレープシステム）、Matrixquest/USB（東光高岳）、
Cente USB Driver（NXTech）

AMP型のマルチコア対応 Linuxとの共存が可能

-マルチコア対応 OpenAMP対応

高い割込み応答性能

-

対応コンパイラ

※こちらに記載のない統合開発環境の対応状況はinfo@eforce.co.jpにお問い合わせください。
※記載されている会社名・製品名は各社の商標または登録商標です。

※こちらに記載のないミドルウェアの対応状況はinfo@eforce.co.jpにお問い合わせください。
※記載されている会社名・製品名は各社の商標または登録商標です。

製品名

特長

掲載ページ

追加仕様

対応CPUコア

主な対応
デバイスベンダ

USB

Cente FileSystem（NXTech）、
Galba・Fugue・Pentect （京都ソフトウェアリサーチ）ファイルシステム

GUI

OPC UA SDK（アナザーウェア）OPC UA
JS-EIP Adapter Porting kit・JS-PFN Device Porting kit（JSLテクノロジー）

GENWARE AIR（アイ・エル・シー）

ネットワーク

ARM926, Cortex®-M3, 
Cortex®-M4, Cortex®-M7, 
Cortex®-M33, Cortex®-A5, 
Cortex®-A7, Cortex®-A8, 
Cortex®-A9, Cortex®-A15, 
Cortex®-A53,Cortex®-A55,
 Cortex®-A72, Cortex®-R4, 
Cortex®-R5, Cortex®-R7, 
Cortex®-R52,Cortex®-M85, 
RXv2, RXv3, RISC-V

Renesas,
STMicroelectronics,
NXP,  Intel,  AMD ,
Texas instruments 

Renesas,
STMicroelectronics,
NXP,  Intel,  AMD ,
Texas instruments 

Renesas,
STMicroelectronics,
NXP,  Intel,  AMD ,
Texas instruments 

Renesas,
STMicroelectronics,
NXP,  Intel,
Infineon,
Toshiba, Silicon Labs

Cortex®-M3, Cortex®-M4,
Cortex®-A7, Cortex®-A9,
Cortex®-A15, Cortex®-A53,
Cortex®-A72, Cortex®-R5

Cortex®-A57/A53/R7,
Cortex®-A53/A53,
Cortex®-A53/R5,
Cortex®-A53/M4,
Cortex®-A9/A9,
Cortex®-A7/A7,
Cortex®-A7/M4

Cortex®-M0, Cortex®-M0+,
Cortex®-M3, Cortex®-M4,
Cortex®-M7, Cortex®-M33,
RXv1, RXv2, Nios®Ⅱ

μC3対応済　サードパーティミドルウェア 

○△
（一部デバイスで対応）

μC3/Configurator
サポート

μC3ラインナップ一覧

統合開発環境

P7 P9 P11 P13

イー・フォースでは、μC3シリーズやμNet3シリーズ
を各種評価ボードで試せる、使用制限付きの無償評
価版をご用意しております。
また、ユーザーズガイド、ホワイトペーパー、デバッガ
用プラグインも無償で提供しています。導入検討の際
にお試しください。

μC3/Standard μC3/Compact
動的生成 ○

タスク管理機能 ○ ○

タスク付属同期 ○ ○

タスク例外処理

μC3/Standard+M μC3+Linux
マルチコア拡張したシステムコール ○

RPMsg ○

共有メモリAPI ○

同期・通信セマフォ ○ ○

同期・通信イベントフラグ ○ ○

同期・通信データキュー ○ ○

同期・通信メールボックス ○ ○

拡張同期・通信ミューテックス ○

拡張同期・通信メッセージバッファ ○

拡張同期・通信ランデブ ○

メモリプール管理固定長 ○ ○

メモリプール管理可変長 ○

時間管理システム時刻管理 ○ ○

時間管理周期ハンドラ ○ ○

時間管理アラームハンドラ ○

時間管理オーバーランハンドラ ○

システム状態管理 ○ ○

割込み管理 ○ ○

サービスコール管理機能

システム構成管理機能 ○ ○

独自機能・デバイスドライバ管理機能 ○

※赤枠はμC3/Standardのみが対応している機能です。

※デバイスの制限により、対応できないパッケージも存在します。
※サポートしているシステムコールの詳細はinfo@eforce.co.jpへお問い合わせください。

無償評価版を使ってみる

μC3の詳細仕様

μC3の拡張機能

https://www.eforce.co.jp/download/
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Infineon FM4 MB9Bxxx

STM32MP1STMicroelectronics 

ベンダー シリーズ

AMD Zynq UltraScale+ MPSoC（RPU）
TI AM64x, AM65x, AM243x, AM263x, DRA821U
Renesas RZ/T1, EC-1

ARM926 NXP i.MX25x

CPUコア
 ARM Cortex®-A72 (AArch64)
 

μC3（マイクロ・シー・キューブ）/StandardはμITRON4.0のスタンダードプロファイルに準拠し、32ビ
ット以上のプロセッサが搭載された組込みシステム向けのRTOSです。高性能プロセッサがより高度なリ
アルタイム制御に耐えられるよう割込み禁止区間を極力なくし、割込み応答性を最重要課題として設計し
たRTOSです。Cortex®-A9やCortex®-A53をはじめとした多くのARMコアプロセッサをサポートしてい
ます。

TI
Renesas

AM57x
RZ/G1M, RZ/G1N

AMD
Intel

Zynq-7000
Cyclone V SoC, Arria V SoC, Arria 10 SoC

Renesas
NXP

RZ/A1, RZ/A2
i.MX 6Solo, i.MX 6Dual, i.Mx 6Quad, i.MX 6SoloX

TOSHIBA TZ2100

Microchip
AXELL

SAMA5D3
AG903

Analog Devices ADSP-SC589

NXP
TI

LS1043A, i.MX 8M Mini, i.MX 8M Plus, i.MX 8M Nano
AM62x, AM64x

AMD Zynq UltraScale+MPSoC（APU）
Renesas RZ/G2E,  RZ/V2MA

Renesas RZ/G1E, RZ/G1H, RZ/N1S, RZ/N1D

NXP i.MX 6UltraLite, i.MX 7Dual, i.MX 7ULP

TI AM335x

Renesas RZ/N2H, RZ/N2L, RZ/T2H, RZ/T2M
Renesas RZ/G2E, RZ/G2H, RZ/G2M, RZ/G2N

TI DRA821U
NXP LS1026A

※対応表は2026年7月現在のものです。また、下記には対応作業中のCPUも含まれます。
　こちらに記載のないCPUシリーズやご不明点はinfo@eforce.co.jpまでお問い合わせください。
※記載されている会社名・製品名は各社の商標または登録商標です。

μC3/Standardの特長

μC3/Standardの機能

対応プロセッサ

高性能
リアルタイム
処理向け

 Renesas RZ/A3UL, RZ/N2H, RZ/T2H, RZ/T2M 

 

ベンダー シリーズCPUコア

STMicroelectronics 
NXP

STM32F7, STM32H7
i.MX RT117x, i.MX RT1050, i.MX 8M Plus, i.MX 8M Nano

AnalogDevices ADuCM410

NXP LPC55xx, i.MX RT500, i.MX RT600, RW61x
STMicroelectronics STM32H5, STM32MP2

RXv2 RX71MRenesas
RXv3 RX66N, RX72M, RX72NRenesas

RISC-V Nios VIntel

NXP i.MX RT117x, i.MX 7ULP, i.MX 7Dual, i.MX 8QuadMax, i.MX 8M Min i
STMicroelectronics STM32MP1, STM32F4

Renesas RZ/N1S

Renesas RA8M1, RA8D1

CPUコア ベンダー シリーズ

 

ARM Cortex®-A53 (AArch64)

 
 

※対応表は2026年7月現在のものです。
　こちらに記載のないCPUシリーズやご不明点はinfo@eforce.co.jpまでお問い合わせください。

AMD
Intel

Zynq-7000
Arria 10 SoC, Cyclone V SoC

Renesas RZ/A1
NXP i.MX 6Solo, i.MX 6Dual, i.MX 6Quad

AMD Zynq UltraScale+ MPSoC/RFSoC（APU）

TI AM335x
Renesas RZ/T1

μC3（マイクロ・シー・キューブ）-BSPはARM® Cortex® -Aコアベースのプロセッサ向けにOS、Network、
FileSystemや各種ペリフェラルドライバをワンパッケージにまとめることで、より迅速にアプリケーショ
ン開発をスタートできるソリューションです。

対応プロセッサ

μC3-BSP
アプリケーション開発を迅速に行うためのソリューション

Copyright © eForce Co.,Ltd. All Rights Reserved

イー・フォースプロダクトガイド

Copyright © eForce Co.,Ltd. All Rights Reserved

イー・フォースプロダクトガイド

5 6

ARM Cortex®-A72 (AArch32)
ARM Cortex®-A55 (AArch64)

ARM Cortex®-A53 (AArch64)

ARM Cortex®-A15

ARM Cortex®-A9

ARM Cortex®-A8

ARM Cortex®-A7

ARM Cortex®-A5

ARM Cortex®-R7
ARM Cortex®-R5
ARM Cortex®-R4

ARM Cortex®-R52 (AArch32)

ARM Cortex®-M85

ARM Cortex®-M33

ARM Cortex®-M7

ARM Cortex®-M4

ARM Cortex®-M3

ARM Cortex®-A9

ARM Cortex®-A8
ARM Cortex®-R4



マルチコア
AMP拡張を
実現した
RTOS

ARM Cortex®-A15

ARM Cortex®-A53 (AArch64)

μC3（マイクロ・シー・キューブ）/Standard+Mは、μC3/StandardにAMP型のマルチコア拡張を追加
したマルチコアプロセッサ向けのRTOSです。μITRON4.0のスタンダード・プロファイルをベースに、
AMP型の特徴を活かしたコア毎の処理・リソースの割り当て、コア間連携のためのAPIを追加していま
す。Cortex®-Aシリーズを中心にマルチコアのプロセッサをサポートしています。

Renesas
TI

RZ/G1M, RZ/G1N
AM57x

AMD
TI

Zynq UltraScale+ MPSoC/RFSoC（APU）
AM62x, AM64x

NXP LS1043A, i.MX 8M Plus, i.MX 8M Nano

ARM Cortex®-A9

ARM Cortex®-R5

ARM Cortex®-A7

Renesas RZ/N1S

NXP i.MX 6Dual, i.MX 6Quad

NXP i.MX 7Dual, i.MX 7ULP
Renesas RZ/G1E, RZ/G1H, RZ/N1S

AMD Zynq UltraScale+ MPSoC/RFSoC（RPU）
TI AM64x, DRA821U

AMD Zynq-7000
Intel Cyclone V SoC, Arria V SoC, Arria 10 SoC

ARM Cortex®-M4
ARM Cortex®-M3

STMicroelectronics
NXP

STM32MP1

STMicroelectronics STM32MP1

i.MX 7ULP

μC3/Standard+Mの特長

μC3/Standard+Mの機能

Core1-Application

Core1

Task2Task1

Core0

Core0-Application

シリーズベンダーCPUコア
ARM Cortex®-A72 (AArch64)
ARM Cortex®-A72 (AArch32)

TI DRA821U
NXP LS1026A

※対応表は2026年7月現在のものです。また、下記には対応作業中のCPUも含まれます。
　こちらに記載のないCPUシリーズやご不明点はinfo@eforce.co.jpまでお問い合わせください。
※記載されている会社名・製品名は各社の商標または登録商標です。対応プロセッサ

リアルタイム性重視のAMP拡張

Pic1
シングルコア

Core
Pic2画像処理

次の画像データ生成まで時間がかかる

Pic1
マルチコア

メリット ①処理の分担が発生するSMP形式と違い、高いリアルタイム性を発揮できる。
②各コアに機能が割り当てられるため、機能分担によって性能向上を狙える。

Core 0
Pic2 Pic3

Core 1 画像処理 画像処理

ホモジニアス対応 ホモ・ヘテロミックス対応

例） Cortex®-A9 Dual 例） Cortex®-A7 Dual + Cortex®-M4
μC3/Standard

Cortex®-A9 Cortex®-A9 Cortex®-A9 Cortex®-A9

例） Cortex®-A9 Quad

μC3/Standard μC3/Standard μC3/Standard

例） Cortex®-A7 + Cortex®-M4

Cortex®-A9 Cortex®-A9

μC3/Standard μC3/Standard

Cortex®-A7 Cortex®-M4

μC3/Standard μC3/Standard

Cortex®-M4

μC3/StandardμC3/Standard

Cortex®-A7 Cortex®-A7

μC3/Standard

例） Cortex®-A53 Quad + Cortex®-R5 Dual

μC3/
Standard

μC3/
Standard

μC3/
Standard

μC3/
Standard

μC3/
Standard

μC3/
Standard

Cortex®
-A53

Cortex®
-A53

Cortex®
-A53

Cortex®
-A53

Cortex®
-R5

Cortex®
-R5

ヘテロジニアス対応

デジタルカメラの事例

μC3/Standard+Mは様々な構成のマルチコアに対応可能

- AMP（Asymmetric Multiple Processor）とは -

マルチコアプロセッサ向けRTOSのユースケース

シングルコアプロセッサを搭載したデ
ジタルカメラの場合、1つのプロセッサ
で撮影と画像処理を行っていくた
め、短時間での連続撮影を行うこと
が困難でした。

連続撮影の間隔に限界

マルチコアプロセッサを搭載すること
によりCore0で撮影、Core1で画像
処理という形で各コアに静的にタスク
を割り当てることで、連続撮影の間隔
短縮に成功しました。

連続撮影の間隔短縮を実現

コア毎に別の機能（処理）を専任する仕組みを指します。
対になる仕組みとして、SMP（同じ処理を適時分担）が挙げられます。

Task3μNet3

ARM Cortex®-R52 (AArch32) Renesas RZ/N2H, RZ/T2H

ARM Cortex®-A55 (AArch64) Renesas RZ/N2H, RZ/T2H

Renesas RZ/V2MA
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クアッドコアのCPUで3つのコアをLinux
で使用し、μC3を単一コアで動作させる
ことができます。

異なったCPUコア（ヘテロジニアス）でも
利用することができます。

LinuxをSMP型の2コア、μC3をAMP型
の2コア（μC3＋Mが必要です）で使用す
ることができます。

μC3（マイクロ・シー・キューブ）+LinuxはマルチコアプロセッサにRTOSとLinuxを共存させ、OS間の通
信を可能にするソリューションです。リアルタイム性能などのLinuxが抱える弱点をμC3の導入により解消
し、さらにはLinuxが有する豊富なソフトウェア資産を利用して高性能・高機能なアプリケーションを短期
間で開発することができます。RTOSとLinuxの通信は、OpenAMPのRPMsgにより実現されます。

※対応表は2026年1月現在のものです。また、上記には対応作業中のCPUも含まれます。こちらに記載のないCPUシリーズやご不明点はinfo@eforce.co.jpまでお問い合わせください。
※記載されている会社名・製品名は各社の商標または登録商標です。　※LinuxはLinus Torvalds氏の日本およびその他の国における登録商標または商標です。

μC3+Linuxの特長

μC3+Linuxの利用例

シリーズベンダー ディストリビューションベンダー
AMD Zynq UltraScale+ MPSoC/RFSoC, Zynq-7000
Intel Cyclone V SoC, Arria V SoC, Arria 10 SoC
Renesas RZ/G1E, RZ/G2E, RZ/G2M, RZ/G2N, RZ/G2H

NXP i.MX 8M Mini, i.MX 8M Quad, i.MX 8M Plus
i.MX 7Dual, i.MX 6Dual, i.MX 6Quad

STMicroelectronics STM32MP1, STM32MP2
TI AM64x, AM65x

AMD PetaLinux
Intel Angstrom Linux Distribution
Renesas RZ/G Verified Linux Packag

RZ/V AI SDKRZ/V2H
e（CIP）

NXP Embedded Linux 
for i.MX Applications Processors

STMicroelectronics OpenSTLinux
TI PROCESSOR-SDK-LINUX

対応プロセッサ 対応Linux

RTOS RTOS

RPMsg

RPMsg

RPMsg

RPMsg

RPMsg

OpenAMP

RTOSLinux

GUIの高機能化に活用

機器のIoT化に活用

計測器メーカー様・医療機器メーカー様

産業機器メーカー様

コア0

U-Boot起動

μC3ロード μC3起動

Linuxロード
デバイスツリーロード

Linuxロード
デバイスツリーロード

μC3ロード
μC3起動

Linux起動

U-Boot起動

Linux起動

コア1

標準ブートシーケンス
Linux:コア0 μC3:コア1の場合

RTOSとLinux共存のOSユースケース

UI部分にLinuxの豊富なソフトウェア資産を利用し、
かつμC3により機器を制御することで「GUIの高機能
化」と「リアルタイム性能」を両立させました。

GUI Real-time
Processing

機器内部の通信にμC3制御の産業用Ethernet、外部
との通信にLinux制御のEthernetを使用することで
複数ネットワークへの対応を実現しました。

Ethernet 産業用
Ethernet

●ミドルウェアが豊富
●オープンソース・無償
●デバイスドライバが豊富

●短い起動時間
●高リアルタイム性能
●イー・フォースによる保証

RPMsg RPMsg

RTOS
Linux

Linux

計測機器 医療機器

産業機器

※デバイスによって起動方法が異なるため、詳細はinfo@eforce.co.jpまでお問い合わせください。

LinuxとμC3を同時起動することによりシステムの高速起動を実現

Linux

Linux

Cortex®-A53 Cortex®-R5 Cortex®-R5Cortex®-A53

Cortex®-A9 Cortex®-A9 Cortex®-A9 Cortex®-A9
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※対応表は2026年7月現在のものです。また、下記には対応作業中のCPUも含まれます。
　こちらに記載のないCPUシリーズやご不明点はinfo@eforce.co.jpまでお問い合わせください。
※記載されている会社名・製品名は各社の商標または登録商標です。

μNet3で使用するフットプリントわずか32KByteの小さなIPv6スタックです。マイ
コン内蔵メモリのみで動作し、μNet3/CompactではμC3/Configuratorで簡単
にコンフィグレーションができます。
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